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英
園
経
構
事
に
於
げ
る
東
洋
吐
曾
の
理
論島

恭

彦

1手

設

英
圏
経
済
撃
に
於
け
る
東
洋
社
曾
の
坦
論
と
云
ふ
主
題
は
資
本
主
義
的
諸
却
論
を
中
心
と
し
で
展
開
さ
れ
た
従
来
。
英
図
経
済
事

史
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
恐
ら
〈
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
か
も
知
れ
友
い
。
併
し
様
々
危
経
済
機
成
を
持
つ
諸
民
族
を
そ
の
内
K
包
括

し
て
一
大
植
民
帝
国
と
た
っ
た
十
九
世
紀
の
英
国
を
考
へ
れ
ば
、
斯
様
友
問
題
は
別
に
不
自
然
で
も
な
い
し
、
又
東
洋
一
枇
舎
に
関
心

を
い
だ
く
英
国
経
済
皐
が
現
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
ロ
東
洋
枇
舎
に
闘
す
る
知
識
が
ど
う
し
て
英
国
経
済
皐
に
取
入
れ
ら
れ
た
か
に

つ
い
て
は
嘗
っ
て
務
表
し
た
事
が
あ
る
か
ら
省
略
す
る
と
し
て
、
と
h
h

で
は
本
顎
に
特
に
闘
係
凸
あ
る
弐
白
糠
な
事
情
を
指
摘
し
て

会
か
う
。

十
八
世
紀
末
よ
り
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
英
闘
の
割
印
度
政
策
の
極
柚
た
る
束
d
ン
ド
舎
枇
は
議
舎
の
監
替
下
に
世
か
れ
、
英
国

政
府
の
行
政
機
関
白
性
質
を
帯
び
る
に
去
っ
た
。
か
h
A

る
印
度
支
配
の
構
浩
的
経
化
に
劃
鹿
し
て
、
常
時
の
印
度
綿
替
ウ
Z

ル
ヌ
リ

ー
卿
(
円
。
E
4
1
0国
B
q
)
は
英
系
印
度
官
吏
の
素
質
向
上
の
た
め
に
官
吏
養
成
墜
校
を
カ
ル
カ
ッ
グ
に
設
立
し
よ
う
と
し
た
。
己
の
閣
宇

校
は
守
エ
ル
ス
リ
ー
の
意
闘
に
よ
れ
ば
、
印
度
の
歴
史
、
言
語
、
慣
習
、
同
教
徒
一
千
ヒ
ン
ヅ

I
教
徒
の
法
律
、
宗
教
、
ア
ジ
ア
に
於

け
る
英
帝
図
由
政
治
的
、
経
済
的
利
害
等
に
闘
す
る
知
識
を
奥
へ
る
舎
で
あ
っ
た
。
ウ
エ
ル
ス
リ
ー
の
一
本
来
の
意
聞
は
資
現
し
な
か

っ
た
が
、
共
後
(
一
八
O
六
年
)
英
国
の
〈

1
9
ベ
り

1
2
E
E
E
4
)
に
束
印
度
間
半
校

g
E
F
a
z
n
o固
め
町
内
)
が
設
け
ら
れ
、
約
宇
世

英
闘
糠
掛
瞳
に
於
け
る
車
祥
祉
合
目
理
論

第
五
十
二
巻

第

挽

拙稿、英図経済事と東洋雇士官白問題、東亜問題、第二巻、第七説。



英
国
将
稗
畢
に
於
け
る
東
洋
社
骨
白
理
論

第
五
十
二
巻

倍

強

四

回

紀
白
間
ウ
エ
ル
ス
リ
ー
の
プ
ラ
V
に
従
っ
て
印
度
官
哀
を
教
育
し
わ
。
己
目
撃
校
白
穀
官
に
玉
口
々
は
経
済
撃
者
マ
ル
サ
ス
及
び
以
下

研
究
し
よ
う
と
す
る
リ
チ
ヤ

l
r・
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
を
見
出
す
白
で
あ
る
。

。
ョ
オ
ン
ズ
が
と
の
皐
校
に
見
出
さ
れ
る
り
は
必
し
も
偶
然
で
は
左
い
。
彼
は
営
時
の
英
闘
を
風
醸
し
た
自
由
貿
易
主
義
、
世
界

主
義
の
鰹
消
墜
に
剥
し
て
反
釣
の
態
度
を
と
り
、
英
闘
に
存
在
す
る
典
型
的
危
資
本
主
義
枇
舎
D
常
識
を
以
て
世
界
の
情
勢
を
割
り

一
大
柿
民
帝
国
売
る
英
国
白
政
治
は
更
に
庚
い
視
結
に
立
た
ね
ば
友
ら
友
い
己

切
ら
う
と
す
る
市
民
経
済
皐
白
偏
狭
さ
を
批
判
し
、

と
を
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
は
か

L
Z
意
識
を
以
て
紋
の
経
済
皐
を
官
時
む
市
民
経
桝
間
平
一
般
よ
り
も
高
い
レ
ベ
ル

に
引
き
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
例
へ
ば
ヲ
カ
ル

F
の
粧
消
阜
の
如
き
は
資
本
家
平
そ
の
代
務
人
目
御
用
を
つ
と
め
る
も
白
だ
が
、
ジ
ヨ

オ
ン
ズ
白
経
術
開
宇
は
問
宇
者
、
特
に
政
治
家
に
教
示
を
興
へ
る
任
務
を
持
円

J

て
ゐ
る
。
即
ち
「
そ
の
職
務
上
他
の
間
々
や
自
分
の
統
治

し
得
る
帝
闘
門
の
種
々
な
る
領
域
の
相
針
的
力
や
資
源
等
を
理
解
し
北
較
研
究
す
る
と
と
を
市
立
す
る
政
治
家
に
射
し
て
ヒ
ン
ト
を
興

へ
る
た
め
に
。
L
吾
々
は
と
の
ジ
ヨ
オ
ジ
ズ
白
主
張
D
中
に
か

D
ウ
エ
ル
ス

F
1
的
意
識
を
見
て
と
る
己
と
が
出
来
注
い
だ
ら
う
か
。

そ
れ
は
兎
も
角
世
々
は
次
に
特
に
ジ
ヨ
オ

γ
ズ
を
選
ん
で
そ
白
経
済
阜
の
中
に
如
何
に
束
洋
枇
舎
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
か
、
又
モ

れ
に
は
如
何
な
る
限
界
が
見
出
さ
れ
る
か
宇
考
察
し
て
見
た
ト
。
そ
む
震
に
先
づ
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
粧
消
皐
白
方
法
論
的
蒸
礎
に
立
入
つ

て
分
析
し
友
け
れ
ば
な
ら
た
い
。ジ

ヨ
オ
ン
ズ
経
済
皐
に
於
り
る
経
済
構
成
の
理
論

ジ
ヨ
才
ン
ズ
粧
情
感
の
著
し
い
特
高
い
は
歴
史
主
義
で
あ
る
。
「
政
治
経
済
撃
に
於
て
普
通
的
で
あ
ら
う
と
す
る
原
迎
は
枇
曾
の
最
も

匂
括
的
た
観
察
白
上
に
の
み
基
礎
づ
貯
る
と
と
が
由
来
ム
o
」
と
一
言
ム
恰
も
瓶
逸
む
歴
史
皐
振
を
忠
は
吐
る
松
た
主
張
が
紋
の
主
著
白

V. A. Smith， The Oxford History of India，. p. 561 ff. 
Richard Jon出 ， Lilt:nuy Re口lalIl':>. p. 544 
Jones， An Essay on the Dishibution of Wealth and on the Sources of 
Taxation. Part. J. Preface 
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序
文
に
見
ら
れ
る
o

事
寅
彼
は

F
イ
ツ
歴
史
法
且
干
の

E
Eザ
ピ
エ

E

や
一
一
T
プ
ル
の
名
を
既
に
知
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
づ
た
。

と
の
英
悶
粧
待
感
に
珍
し
い
歴
史
主
義
は
明
か
に
自
由
貿
易
の
闘
士
リ
カ
ル
ド
に
針
立
す
る
マ
ル
サ
ス
U

ジ
ヨ
オ
シ
ズ
的
立
揚
、

卸
ち
穀
物
関
税
と
共
に
地
主
階
級
白
停
統
的
勢
力
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
立
揚
よ
り
坐
れ
て
来
る
。
併
し
と
の
保
守
主
義
的
立
揚
が

一
い
押
し
て
英
園
経
済
問
宇
内
部
に
於
貯
る
自
己
反
省
白
役
割
を
柴
た
し
て
ゐ
る
己
正
に
と
白
際
特
に
注
意
し
た
町
れ
ば
た
ら
な
い
白
で

あ
る
。
印
ち
リ
カ
ル
ド
沃
が
自
分
J

誌
の
戦
ひ
と
ら
う
と
し
て
ゐ
る
自
由
貿
易
制
を
以
て
全
昨
具
に
受
設
す
る
普
遍
的
原
理
と
す
る
拍

象
仕
を
批
判
し
、
過
去
の
侮
統
が
翠
同
に
支
配
す
る
肢
大
た
領
域
白
あ
る
立
と
を
指
趨
し
た
紺
で
あ
る
。
「
吾
々
は
英
園
入
と
し
て
し

ぼ
/
¥
あ
る
稜
の
誤
謬
に
陥
る
。
苦
々
は
あ
ま
り
に
も
自
分
建
の
住
ん
で
ゐ
る
枇
舎
の
献
態
を
す
べ
て
の
他
の
枇
合
白
典
型
と
考
へ

や
す
い
。
こ
り
狭
慌
た
あ
や
士
っ
た
仮
定
は
必
や
や
多
く
の
無
智
と
誤
謬
の
源
と
な
札
口
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
は
又
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ヌ
・

カ
レ
ッ
ヂ
で
行
。
た
講
演
白
中
で
弐
の
様
に
も
言
ワ
て
ゐ
る
。

「
地
球
上
白
他
の
諸
民
族
の
中
に
現
れ
る
現
象
を
知
ら
左
〈
て
も
、

普
闘
の
経
消
白
諸
要
素
や
組
純
だ
げ
を
研
究
し
て
ぬ
れ
ば
、
や
が
て
他
の
民
族
の
も
の
と
左
台
、
主
ハ
故
に
普
遍
的
危
も
の
と
な
る
筈

の
事
物
白
肌
も
障
に
闘
す
る
如
識
を
得
た
と
と

ιた
る
で
あ
ら
う
と
信
じ
て
ゐ
る
入
が
ゐ
る
。
諸
君
、
私
は
か
h

ろ
見
解
に
町
一
し
泣
い

も
り
で
あ
る
。
」
以
上
の
主
張
主
見
れ
ば
、
各
民
族
は
経
済
撃
の
抽
象
理
論
を
以
て
は
割
り
切
れ
泣
い
特
殊
左
経
済
を
持
っ
て
ゐ
る
己

在
、
各
図
白
粧
済
は
何
れ
も
イ
ギ
リ
ス
的
経
済
へ
と
一
直
線
白
務
展
を
辿
る
も
の
で
は
な
い
己
と
等
に
つ
い
て
、
ジ
ヨ
オ
y

ズ
は
相

世
は
っ
き
り
し
た
認
識
を
持
っ
て
ゐ
先
様
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ぷ
ヨ
オ
ン
ズ
自
身
は
モ
れ
件
¥
特
殊
左
横
山
h
E持
つ
各
闘
の
経
済
社
曾
を
如
何
在
る
現
論
を
以
っ
て
分
析
し
よ
う
と
す

る
の
か
。
紋
が
と
の
際
趨
用
し
よ
う
と
す
る
割
論
を
偲
り
忙
「
経
済
榊
成
の
理
論
」
と
坪
ぶ
己
と
が
出
来
る
。
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
言
葉
に

従
へ
ば
「
諸
園
氏
白
経
済
構
成
」

(
O
E
E
E
E
H
E
R
E
Z
E
E
Z主
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
経
済
生
活
の
枇
曾
的
構
成
と
も
一
一
一
回
へ
る
し
〉

英
闘
紹
済
串
に
於
げ
る
東
洋
杜
舎
の
盟
論

第
主
十
二
各

第

就

五

五

Jones~ An Essay on the Distr:ibution of Wea1th， p. 306 
Jones. Literary Remains， p. 558 

5) 
6) 



英
闘
経
済
畢
に
於
け
る
東
洋
世
曾
m
理
論

第
五
十
二
巻

占ノ、

知

競

大

叉
伎
が
物
的
生
産
主
中
む
と
す
る
階
級
緋
成
白
意
味
に
よ
く
刑
ひ
る
貼
か
ら
す
れ
ば
、
所
謂
「
生
産
関
係
」
と
云
ム
言
葉
に
も
相
首
す

る
だ
ら
う
。

と
と
ろ
で
市
民
粧
品
同
号
。
歴
史

ι於
て
経
内
生
活
の
階
級
的
構
成
を
認
め
た
り
は
ジ
ヨ
オ

y
wス
が
最
初
白
人
で
は
友
い
。
武
口
々
は

一
巾
一
農
皐
派
、
特
に
チ
ユ
ル
ゴ
オ
に
も
こ
の
黙
に
つ
い
て
優
秀
た
理
論
を
見
出
す
し
、
英
園
経
済
亭
で
は
ス
ミ
ス
等
に
も
封
建
的
、
資

本
主
義
的
階
叡
構
成
忙
関
す
る
断
片
的
た
却
論
を
渡
見
す
る
己
と
が
出
来
る
。
併
し
英
図
経
済
開
中
全
悼
を
通
巳
て
見
れ
ぽ
階
級
構
成

の
企
図
的
友
委
は
見
失
は
れ
て
ゐ
る
と
言
っ
た
方
が
疋
し
い
。
例
へ
ば
H
カ
ル
ド
に
見
ら
れ
る
地
主
、
資
本
家
、
持
働
者
の
三
階
級

は
経
済
瑚
論
の
白
明
の
前
提
で
あ
る
か
白
様
に
モ
れ
自
悌
何
等
分
析
さ
れ
や
、
た

r
商
品
債
格
の
構
成
要
素
た
る
地
代
、
利
潤
、
持

銀
に
闘
す
る
限
り
で
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
共
は
要
す
る
に
平
板
的
危
市
場
経
済
論
に
過
ぎ
た
い
。
共
は
第
に
如
何

在
る
図
民
白
旋
済
を
劃
象
と
し
て
も
、
そ
り
中
に
見
ら
れ
る
複
雑
栓
而
も
立
般
的
た
経
済
構
成
を
平
而
的
左
債
格
論
に
概
評
し
て
了

ム
駄
に
於
て
誤
謬
で
あ
り
、
第
二
に
と
り
債
格
論
白
幽
聞
が
特
定
の
英
閥
的
経
済
構
成
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
乍
ら
、

と
れ
を
金

〈
異
る
構
成
を
も
っ
経
済
社
曾
に
遁
用
し
よ
う
と
す
る
知
に
於
て
誤
謬
で
あ
る
井
一
云
は
ね
ぽ
友
ら
な
い
。

ジ
ヨ
オ
ン
ズ
は
斯
様
な
挟
謬
を
売
れ
て
ゐ
た
。
け
だ
し
彼
は
経
済
現
象
を
す
べ
て
特
定
D
歴
史
的
、
社
合
的
内
容
を
持
つ
経
済
構

成
か
ら
切
離
し
て
考
へ
る
と
と
を
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ぽ
普
週
白
市
民
経
済
皐
者
は
資
本
を
そ
の
祉
合
目
的
環
境
よ
り
切

離
し
そ
れ
自
身
の
内
に
何
か
神
秘
な
自
己
増
殖

f
る
力
を
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
は
資
本
も
や
は
り
一
定
む
経
済
構
成

。
表
現
形
態
で
あ
る
と
解
様
し
て
ゐ
だ
。
そ
れ
で
英
国
の
資
本
を
ア
イ
ル
ラ

V
F
や
イ

Y
F
へ
輸
出
し
て
も
そ
白
主
主
で
は
直
に
牧

径
を
あ
げ
る
乙
と
は
不
可
能
で
、
む
し
h
J
資
本
に
使
は
れ
る
持
働
者
や
農
民
の
生
活
、
弊
働
能
率
を
突
画
的
水
準
に
ま
で
引
上
げ
る

こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
と
し
た
。
更
に
そ
り
弊
働
能
率
も
、
ジ
ヨ
オ

Y
ズ
白
解
す
る
と
と
ろ
に
よ
れ
ぽ
、
特
定
白
経
済
構
成
に
よ
っ



て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
英
国
の
草
刈
人
夫
が
二
人
で
す
る
仕
事
を
ロ
シ
ヤ
の
農
奴
が
六
人
で
完
成
し
た
り

J

、
英
図
D

工
揚
弊
働
者
が
イ
V

F

D
手
陣
削
暇
人
よ
り
数
佑
の
能
率
を
あ
げ
る
例
は
弊
働
者
の
勤
勉
や
怠
惰
等
の
人
間
性
に
基
〈
も
の
で
は
な
〈

で
、
彼
等
が
モ
の
中
K
編
入
さ
e

れ
て
ゐ
る
絞
消
構
成
の
相
違
民
基
く
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
斯
様
に
重
要
友
恵
義
主
持
つ
所
調
「
経
済
構
成
」
は
ど
ん
な
内
森
を
持
。
だ
ら
う
か
。
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
は
こ
れ
を
一
一
つ
の
基

本
形
態
に
分
類
し
た
。
吾
々
が
偲
り
に
経
済
構
成
の
第
一
形
態
と
呼
ぴ
得
る
も
の
は
、
土
地
の
所
有
関
係
と
土
地
の
刑
判
飴
生
産
物
の

分
配
に
よ
っ
て
祉
舎
の
諸
階
級
の
間
に
形
成
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
。

己
の
経
搾
構
成
に
於
て
は
農
民
は
直
接
士
地
上
り
彼
自
生
活
資

料
(
努
銀
)
を
再
生
産
す
る
。
地
主
は
農
民
よ
り
牧
取
し
た
剰
徐
生
産
物
の
八
乳
配
者
と
し
て
最
も
重
要
な
壮
命
的
、
政
治
的
地
位
を
占

め
る
。
非
農
業
階
級
、
特
に
工
業
階
級
は
地
主
D
剰
飴
生
産
物
の
分
配
に
依
存
し
て
生
活
す
る
。
而
て
「
斯
様
友
枇
合
欣
態
に
於
て

は
土
地
所
有
者
と
そ
の
占
有
者
。
闘
係
は
大
多
数
の
人
々
の
微
細
友
扶
態
や
政
治
償
制
の
精
紳
及
び
形
強
を
も
決
定
す
る
。
」
つ
ま
り

第
-
形
態
の
経
神
構
成
と
は
前
資
本
主
義
的
農
業
枇
合
一
一
般
を
意
味
す
る
も
の
i
h

様
に
思
は
れ
あ
。

経
済
構
成
白
第
二
形
態
は
地
主
、
農
民
以
外
に
産
業
資
本
家
の
査
場
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
己
目
経
併
構
成
で
は
農
民
は

地
主
の
支
配
か
ち
解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
、
生
活
手
段
と
し
て
の
土
地
よ
り
切
離
さ
れ
資
本
家
上
り
賃
銀
を
支
梯
は
れ
る
と
と
ろ
の

農
業
持
働
者
と
在
る
。
工
業
寄
も
亦
地
主
へ
の
依
存
か
ら
股
し
て
資
本
家
の
賃
銀
持
働
者
と
た
る
。
か
〈
で
資
木
』
誌
は
地
主
に
代
つ

て、

E

D
一
粧
台
白
生
産
物
の
分
配
者
と
怒
り
、
政
治
的
融
力
主
獲
得
す
る
が
、
其
と
同
時
に
農
民
や
持
働
者
も
地
主
の
僻
統
的
支
配

か
ら
売
れ
て
政
治
へ
の
参
加
を
目
指
し
て
進
む
。
か
く
て
ジ
ヨ
オ

V
J

ズ
由
所
謂
第
二
形
態
の
経
消
構
成
は
近
代
資
本
主
義
枇
舎
を
意

味
ナ
る
も
白
と
見
て
さ
し
っ
か
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

以
上
白
第
一
形
態
と
第
二
形
態
と
は
ジ
ヨ
方
ン
ズ
忙
土
れ
ば
経
消
構
成
の
最
低
段
階
と
最
高
段
階
左
を
一
一
小
す
雨
極
端
で
あ
る
。
と

英
岡
純
情
単
に
世
け
る
東
洋
社
骨

ω
理
論

品
開
五
十
三
容

傍

観

七

七

Jones， Distributioll' of Wealth. p. 50 
Jones， ibid. Preface 
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英
関
経
済
畢
に
於
け
る
東
洋
枇
曾
白
理
論

第
五
十
二
巻

丹、

J'、

策

強

れ
士
で
各
固
に
見
ら
れ
た
歴
史
的
事
賓
に
よ
れ
ば
、

経
済
構
成
は
第
一
の
も
の
よ
り
第
二
の
も
の
に
後
展
す
る
傾
向
主
持
っ
て
ゐ

る
。
而
も
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
「
E
れ
ら
す
べ
て
白
縫
化
、
粧
品
目
の
縫
質
の
大
友
る
力
、
つ
吉
り
そ
白
縫
化
が
動
き
出
す
旭
動
力

は
資
本
で
あ
や
L
却
ち
一
定
白
枇
曾
に
於
け
る
資
本
蓄
積
の
度
合
に
よ
り
第
一
形
態
左
第
三
形
態
の
聞
に
様
々
。
エ
コ
ア
V

ス
を
持

っ
た
経
済
構
成
白
形
態
が
現
れ
る
。
而
て
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
は
是
等
の
経
済
構
成
白
賓
在
の
姿
を
ア
ク
ア
か
ら
司

1
ロ
ツ
パ
に
か
け
て
存

在
す
る
諸
薗
に
つ
い
て
賞
詮
し
た
。
今
を
れ
ら
の
形
態
は
省
略
す
る
と
し
て
、
第
一
九
一
第
一
一
の
形
態
に
つ
い
て
の
み
云
へ
ば
、
前
者

白
典
型
は
7

d
ア
に
於
亡
護
見
さ
れ
、
後
者
の
典
型
は
英
閣
に
見
出
さ
れ
る
。
か
く
し
て
吾
々
は
東
洋
杜
舎
の
理
論
的
佐
世
づ
け
に

つ
い
て
重
要
な
手
が
か
り
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。

ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
束
洋
一
耽
曾
分
析

7
0
ア
祉
舎
が
第
一
形
態
白
経
済
構
成
を
代
表
す
る
と
す
れ
ば
、
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
言
ム
様
に
こ
の
吐
舎
は
特
定
の
土
地
所
有
閥
係

に
基
礎
を
ゐ
〈
己
と
は
明
か
で
あ
る
。

然
る
に
土
地
所
有
D
関
係
は
地
代
形
態
白
中
に
集
中
的
に
そ
の
委
を
現
す
も
の
で
あ
る
か

ら
、
地
代
形
態
の
分
析
こ
そ
己
の
枇
曾
白
特
質
を
把
揖
す
る
鍵
で
怠
け
れ
ば
左
ら
た
い
。
と
こ
ろ
で
ジ
ヨ
オ

y
f
に
よ
れ
ば
経
科
構

成
。
二
つ
の
形
態
に
感
じ
て
地
代
に
も
二
つ
の
基
本
形
態
が
あ
る
。
即
ち
第
一
抗
的
地
代
l
農
夫
地
代
(
官

E
己
自
己
)
と
第
二
宍
的

地
代
H

農
業
者
地
代

(
f
s
E
J
E
E
)
と
で
あ
る
。
リ
カ
ル
ド
の
地
代
論
は
士
地
へ
の
自
由
在
資
本
投
下
を
前
提
と
し
て
、
農
業
資
本

の
利
潤
よ
り
支
梯
は
れ
る
農
業
者
地
代
の
み
を
把
握
し
た
に
過
ぎ
友
い
が
、
己
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
に
見
ら
れ
る
も
D
で
、
世

界
。
庚
大
友
領
域
聖
護
ふ
て
ゐ
る
も
の
は
農
夫
地
代
で
あ
る
。
而
も
己
れ
こ
そ
地
代
の
始
源
的
形
態
で
あ
り
、
地
代
般
白
起
源
が

そ
E
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
友
い
様
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
農
奴
解
放
前
白
ロ
シ
ヤ
比
於
け
呂
弊
働
地
代
或
は
農
奴
地

Jones， I.ite目 ryRemains. p. 555 9) 



代
、
革
命
前
白
フ
ラ
ン
ス
の
分
戸
市
農
地
代
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
零
細
農
地
代

(
E
Z
R
Zロ4
.
最
後
に
吾
々
営
問
D
問
題
で
あ
る
ア
ジ

T

D
ラ
イ
オ
ッ
ド
地
代
(
同
三
日
旦
)
等
と
れ
で
あ
る
。

ラ
イ
オ
ッ
ト
地
代
と
は
農
民
が
直
接
土
地
よ
り
自
分
自
身
白
生
活
資
料
を
再
生
産
し
つ
弘
、
そ
の
刺
過
生
産
物
を
以
て
土
地
所
有

者
た
る
君
主
に
支
沸
ふ
現
物
地
代
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
一
般
に
君
主
が
ず
ペ
て
の
土
地
に
封
ず
る
所
有
権
を
握
っ
て
居
り
、
而
も

そ
D
士
地
は
共
が
な
け
れ
ば
餓
死
せ
ぎ
る
を
得
た
い
多
く
の
農
民
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
が
た
め
に
土
地
生
産
力
が
停

神
的
で
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
地
主
と
し
て
の
ア
ジ
ア
の
君
主
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
そ
の
例
を
見
友
い
校
在
英
大
友
地
代
を
忠
ふ
士
L
に

牧
取
す
る
こ
と
が
問
来
る
白
で
あ
る
。
「
7
0
7
会
鵠
を
過
と
て
京
主
が
と
れ
ま
で
そ
の
領
土
の
土
地
に
封
す
る
排
他
的
特
擦
を
持

っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
君
主
は
己
の
特
楳
を
分
割
し
た
り
破
棄
し
た
り
す
る
事
の
出
来
ぬ
全
一
性
に
於
て
保
存
し
て
ゐ
た
。
共
庭
で
は

生
活
資
料
の
た
め
に
す
べ
て
白
人
民
が
君
主
権
に
依
存
し
て
ゐ
る

己
D
事
貨
と
そ
東
洋
枇
舎
不
滅
の
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
の
良
質
の
基
礎
を
た
す
も
の
で
あ
丸
。
」
そ
し
て
斯
様
友
人
民
の
君
主
に
封
ず
る

人
民
は
一
般
に
唯
一
の
地
主
た
る
君
主
白
小
作
人
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
的
隷
局
関
係
が
後
世
に
ま
で
残
存
し
て
ゐ
る
限
り
、
ア
ジ
ア
的
専
制
君
主
の
後
継
者
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
白
政
府
は
柔
順
在
る

ア
ジ
ア
白
人
民
を
支
配
す
る
と
と
が
出
来
る
。
「
民
衆
を
し
て
死
物
狂
ひ
で
一
片
の
土
地
に
か
ぢ
り
つ
か
せ
る
す
べ
て
の
原
凶
は
ま

た
上
た
る
樺
力
に
服
従
す
る
朝
日
性
白
原
因
で
も
あ
る
。
そ
し
て
吾
々
は
又
E
L
陀
外
岡
政
府
が
遠
〈
離
れ
て
ゐ
て
も
柔
順
な
人
民
主

支
配
す
る
己
と
が
出
来
る
大
衆
的
隷
属
白
主
要
友
原
因

E
見
る
白
で
あ
る
。
か
〈
し
て
吾
々
は
イ

y
vを
支
配
し
て
ゐ
る
。
巨
義
と

遁
E
友
節
度
が
守
ら
れ
る
危
ら
ば
吾
々
は
武

t
支
配
を
つ
い
ゐ
け
る
己
と
が
問
来
上
う
ど
か
〈
て
吾
々
は
ア
ジ
ア
的
経
済
構
成
が
又
ヨ

ー
ロ
ツ
バ
的
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
的
支
配
主
容
易
に
導
き
入
れ
る
原
因
で
あ
る
と
と
を
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
自
身
む
口
か
ら
聞
〈
ヒ
と
が
出
来

る
D
で
あ
る
。

英
闘
経
済
串
に
於
け
る
東
洋
世
曾
白
理
論

第
五
十
二
巻

第

鋭

九

九

Jones， Di:>tribution of-Wealth. p. 8 
Jones~ Litemry Rerγl:1.InS. p. 457 
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英
図
結
構
畢
に
於
け
る
東
非
世
骨
の
理
論

t
F
t
f
=
巻

O 

第

腕

O 

ジ
ヨ
オ
V
ズ
は
以
上
の
様
に
ア
ジ
ア
的
粧
品
川
構
成
白
基
本
的
特
徴
を
岡
家
的
土
地
所
有
忙
求
め
た
。
と
れ
は
ジ
ヨ
ト
A

ン
ズ
の
み
友

ら
十
、
ゼ

1
ム
ス
・
ミ
凡
の
「
印
度
見
」
以
来
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皐
者
が
採
用
し
た
見
解
ら
し
い
。

一
般
に
ア
ジ
ア
の
国
家
的
土

地
所
有
設
を
基
礎
づ
け
る
材
料
に
な
っ
た
も
の
は
戎
D
様
た
事
責
で
あ
る
。
第
↓
に
ア
ジ
ア
で
は
ヨ

1

ロ
ザ
バ
に
見
ら
れ
る
様
な
多

数
の
狛
立
せ
る
封
建
的
土
地
所
有
が
存
在
せ
や
、
領
主
は
す
べ
て
担
犬
紅
専
制
岡
家
に
服
従
し
て
ゐ
る
。
第
二
に
ア
ジ
ア
的
専
制
君

主
は
土
地
生
産
物
の
初
め
て
大
友
る
割
合
を
牧
取
す
る
の
で
、
ぞ
れ
は
到
底
租
税
と
は
見
ら
れ
や
、
む
し
ろ
地
代
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
、
そ
己
か
ら
君
主
の
土
地
所
有
楳
設
が
導
出
さ
れ
る
。
第
三
に
君
主
の
土
地
所
有
植
を
帰
護
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
特
に
イ
ン
ド

で
は
同
教
徒
白
教
義
が
存
在
す
る
。
併
し
是
等
す
べ
て
の
事
寅
に
も
拘
ら
や
ジ
司
オ
V

ズ
自
身
も
園
家
的
土
地
所
有
り
現
論
を
押
通

し
た
わ
け
で
は
友
い
。
彼
は
ア
ジ
ア
の
農
民
を
君
主
の
小
作
人
と
見
倣
し
た
が
、
普
通
の
小
作
人
以
上
に
大
友
石
慣
習
的
、
世
間
出
的

楳
利
が
彼
等
に
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
'
貨
を
無
関
す
る
己
と
は
出
来
た
か
っ
た
。
と
の
事
賓
は
園
家
的
土
地
所
有
よ
り
も
更
に
根
源
的

な
土
地
所
有
主
、
ア
ジ
ア
的
経
済
構
成
よ
り
も
更
に
葎
い
経
済
構
成
を
推
定
せ
し
め
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
今
日
白
一
枇

合
科
叫
曜
の
知
識
上
り
す
れ
ば
そ
れ
は
血
族
的
所
有
、
村
落
共
同
隈
的
所
有
に
相
官
す
る
だ
ら
号
。
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
も
イ
ン
ド
白
行
政
官

か
ら
の
報
告
に
上
っ
て
村
落
共
同
関
心
存
在
及
び
そ
の
内
部
構
法
に
闘
す
る
知
識
を
持
っ
て
ゐ
た
。
併
し
殺
は
村
落
共
同
惜
の
歴
史

的
意
義
主
迎
併
せ
ヂ
、
而
も
一
そ
う
惑
い
ζ

と
に
は
岡
家
的
所
有
権
を
「
枇
舎
の
一
般
的
所
有
権
」

R
B
E
n
-
2問
E
m
o
m
-
V
0
2
2
2
E『
)

と
混
同
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
u

勿
論
専
制
的
支
配
形
熊
(
専
制
的
支
租
肱
取
形
躍
を
合
む
)
と
共
同
枇
曾
的
土
地
所
有
と
は
ス
ヲ
プ
民
族

キ
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
の
歴
史
に
於
て
重
品
宜
的
関
係
を
と
っ
て
現
れ
て
ゐ
る
け
れ

E
も
、
と
り
事
買
は
雨
者
が
同
一
物
で
あ
る
と
云
ふ

説
明
の
紋
械
に
は
在
ち
な
い
。
要
す
る
に
も
し
ジ
ヨ
オ
Y

1

が
専
制
的
支
配
と
共
同
樫
的
所
有
と
を
明
確
に
恒
別
し
、
特
に
イ
ン

V

の
村
落
共
同
問
む
歴
史
的
地
位
を
正
し
〈
把
握
し
て
ゐ
党
友
ら
ぽ
、
位
の
7
ジ
7
的
経
済
構
成
の
分
析
は
更
に
進
ん
で
ゐ
た
で
あ
ら



う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

失
に
ア
ジ
7
的
経
消
構
成
の
他
の
側
面
、
剖
ち
刑
判
後
生
産
物
の
一
分
配
と
消
費
白
方
聞
を
考
祭
し
よ
う
。
既
に
謹
ぺ
た
株
比
ラ
イ
オ

ッ
ト
地
代
は
専
制
的
支
町
関
係
忙
よ
っ
て
牧
取
さ
れ
、
農
民
の
生
前
を
脅
威
す
る
程
の
舗
に
昇
る
と
と
も
あ
る
が
、
彼
等
白
持
働
生

産
力
が
低
い
た
め
に
杢
憾
の
量
は
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
こ
の
刺
徐
生
産
物
に
よ
っ
て
養
ひ
得
る
非
農
業
的
持
働
者
の
数
も
限
ら

れ
て
ゐ
る
の
で
、
ラ
イ
オ
ッ
ト
地
代
の
支
配
す
る
ア
ジ
ア
は
必
岬
知
的
に
農
業
図
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
り
で
あ
る
。

さ
て
ラ
イ
オ
フ
ト
地
代
の
形
式
で
段
取
さ
れ
も
ι
剰
徐
生
産
物
は
君
主
の
牧
入
と
し
て
一
一
憾
と
と

λ
¥〈
君
主
白
手
に
集
め
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
宮
廷
職
人
、
手
工
業
者
、
官
吏
、
軍
人
共
他
の
非
農
業
的
接
働
者
に
分
配
さ
れ
る
。
斯
様
友
君
主
の
収
入
を
中
心
と
す
る

ア
ジ
ア
的
ペ
乳
配
形
式
は
産
業
資
本
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
分
間
形
式
に
封
し
て
種
々
の
特
色
主
持
ツ
て
ゐ
る
。

己

L
Tジ
ヨ

才

V

ズ
は
か
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
収
入
と
資
本
の
匝
別
、
生
産
的
柑
労
働
と
不
生
産
的
肺
野
働
白
匝
別
に
重
要
た
意
義
主
認
め
、

と
れ
を
ア
ジ

7
枇
舎
の
分
析
に
利
用
L
よ
ろ
と
し
て
ゐ
る
E
と
が
わ
か
る
。
尤
も
後
白
生
接
的
、
不
生
産
的
持
働
の
匝
別
に
至
っ
て

は
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
そ
の
ま
t
h

採
用
す
る
と
と
ろ
圭
は
た
ら
た
か
っ
た
が
、
君
主
の
収
入
に
よ
っ
て
養
は
れ
る
7
ジ
ア
的
持
働
白
生
産

力
は
資
本
に
よ
っ
て
傭
は
れ
る
持
働
の
生
産
力
よ
り
も
低
い
1

己
主
張
す
る
離
で
民
、
ス
ミ
ス
に
一
一
服
相
過
守
る
も
の
が
あ
る
。

非
農
業
持
働
者
が
地
主
リ
君
主
に
養
は
れ
、
君
主
白
需
裂
を
充
足
す
ベ
ぐ
葬
働
す
る
結
果
と
し
て
‘
E
L
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
見

ら
れ
た
い
ア
ジ
ア
の
特
色
が
現
は
れ
る
。
第
一
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
白
マ
ニ
ユ
フ
ア
グ
チ
ユ
ア

l
は
燃
料
、
水
力
共
他
動
力
の
所
在
地
に

引
き
つ
け
ら
れ
る
が
、

7
0
ア
に
於
て
は
手
工
業
者
は
剰
飴
生
産
物
D
消
費
者
の
所
在
地
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
。
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
は
十

七
世
紀
モ
ガ

1
ル
王
朝
の
宮
廷
陸
師
と
た
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ベ
ル
一
一
旦

(
F
E宮
跡

出

o
E
E
)
の
手
記
を
引
附
し
つ
t
A

安
心
様
に
言

ふ
。
印
度
モ
ガ
1
ル
王
朝
の
ア
ウ
ラ
V
ゼ
ツ
プ
大
王
手
口
E
ロ
四
品
ヴ
)
が
カ
シ
司
、
、

l
ル
地
方
比
政
行
す
れ
ば
、
忽
ち
手
工
業
者
中
峨
人
の

英
図
幅
梼
串
k
於
け
る
東
洋
枇
舎
の
理
論

第
五
十
二
巻

第

就



英
園
経
済
畢
に
於
け
名
東
沖
枇
骨
白
理
論

一

策
五
十
三
巻

策

強

大
群
が
犬
王
に
従
っ
て
首
都
デ
リ
ー
を
出
資
し
た
。
又
そ
白
後
こ
の
大
王
が
デ
カ
ン
高
原
地
方
に
将
戦
し
た
時
、
そ
の
陣
皆
が
消
費

の
中
心
と
左
り
、
宮
廷
の
消
費
に
依
存
し
で
ゐ
た
人
々
が
群
り
集
つ

h
。
以
上
の
様
た
非
農
業
勢
働
者
の
君
主
に
針
す
る
直
接
的
隷

属
白
た
め
に
彼
等
の
居
庭
で
あ
呂
ア
ジ
ア
白
都
市
は
王
朝
の
興
亡
と
そ
の
逗
命
を
と
も
に
す
る
の
で
あ
る
。

「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら

南
白
方
ピ

l
ジ
7
・
ア
ー
ル
及
び
セ
リ
ン
ガ
バ
タ
ム
に
宝
る
聞
に
正
日
々
は
消
滅
し
つ

L
あ
る
首
都
白
陵
嘘
を
辿
る
己
と
が
出
来
る
。
そ

の
首
都
の
人
口
は
王
朝
の
牧
入
、
つ
圭
り
士
地
白
剥
僚
収
入
の
新
た
分
配
中
心
地
が
形
成
.
さ
れ
る
や
否
や
共
庵
主
立
去
っ
た
の
で
あ

る。」第
二
の
特
色
は
ア
ジ
ア
的
非
農
業
務
働
の
本
質
的
た
脆
弱
さ
に
も
抑
ら
宇
、
そ
れ
は
し
ば

/
¥
E大
た
業
蹟
主
建
す
と
云
ふ
と
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
既
比
漣
ぺ
た
様
に
、
剰
後
生
産
物
を
園
家
に
集
中
し
て
、
そ
こ
か
ら
一
時
に
大
量
的
に
支
出
す
る
ア
♂
ア
的
経
済

構
成
の
特
質
の
故
に
、
労
働
力
を
大
規
模
友
協
業
形
態
に
編
成
し
、
己
れ
を
濫
費
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
と
れ
が
た
め

ι
ア
ジ
ア
的
非

農
業
界
働
の
低
度
の
生
産
性
に
も
拘
ら
や
、
今
だ
に
再
々
を
驚
歎
さ
せ
る
様
な
遺
境
、
例
へ
ぽ
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ィ
.
v
F

の
宮
殿
や
蜜
廟
、
支
那
の
城
壁
、
ア
ツ
シ
リ
ヤ
か
ら
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
草
原
を
蔽
ふ
て
ゐ
る
豆
大
な
記
念
物
等
を
捜
し
て
ゐ
る
白
で

あ
る
。。

ョ
オ
ン
ズ
は
以
上
の
様
に
ア
ジ
ア
の
非
農
業
曲
目
働
を
専
制
的
支
配
形
態
と
の
閥
係
か
ら
の
み
考
察
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
だ
け
で

切
は
も
と
よ
り
こ

D
持
働
の
ア
ジ
ア
的
性
格
を
査
し
た
と
は
一
玄
へ
左
い
。
こ
の
場
合
に
も
村
落
共
同
胞
内
部
D
世
襲
的
手
工
業
者
十
共

同
惜
の
一
媛
形
と
し
て
白
平
ル

F
組
織
に
譲
る
峨
人
等
を
考
慮
に
入
れ
左
け
れ
げ
た
ら
友
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
ア
ジ
ア

的
経
済
構
成
白
基
本
的
特
徴
と
し
て
専
制
的
支
配
関
係
を
強
調
す
る
い
J

ヨ
オ
ン
ズ
は
か
t
A

る
支
配
閥
係
の
中
に
取
入
れ
ら
れ
た
非
農

業
持
働
の
み
を
問
題
に
し
た
り
で
、
ア
口
ア
的
工
業
の
一
居
始
源
的
た
形
態
を
古
分
評
便
す
る
と
と
が
出
来
危
か
っ
た
の
で
あ
る
。

Jone:.， Literary Remains. p. 447 
J ones， ibid. p. 449 

日)
'3) 



ア
ク
ア
的
経
滑
構
成
に
閲
す
志
ジ
ヨ
オ

y
f
の
理
解
法
庖
N
L

以
上
に
譲
き
る
と
思
ふ
。

E

L
で
は
更
に
伎
が
ア
ジ
ア
的
経
済
構
成

の
褒
展
に
つ
い
て
如
何
な
る
見
通
し
を
持
っ
て
ゐ
た
か
を
簡
車
に
遁
ぺ
て
見
た
い
。
。
ョ
オ
Y
4
〈
は
前
述
。
様
に
経
済
構
成
の
第
一

形
態
が
第
二
形
態
の
方
向
に
食
展
ず
る
契
機
は
資
本
ー
の
蓄
積
或
は
資
本
家
白
後
生
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
。
資
本
の
成
長
に
従
っ
て

第
一
に
努
働
時
間
が
規
則
的
、
融
情
担
的
と
な
り
生
産
力
が
増
進
す
る
。
第
三
に
地
主
針
持
働
者
。
関
係
が
焚
化
し
、
共
が
や
が
て
政

治
、
祉
曾
全
般
D
轡
動
を
促
す
。
「
枇
舎
の
相
異
れ
る
隅
殺
を
結
び
つ
け
る
所
の
諸
々
の
連
繋
が
鑓
化
す
る
。

土
地
所
有
者
と
非
農

業
者
の
一
部
と
白
一
聞
に
中
間
階
級
(
費
本
家
)
が
現
れ
る
。
而
て
と
の
中
間
階
級
に
非
農
業
者
は
モ
の
雇
入
れ
と
支
持
と
を
依
頼
す
る

と
と
に
た
る
白
で
あ
る
。
従
来
の
祉
舎
を
一
つ
に
結
び
つ
け
て
ゐ
た
紐
帯
は
使
ひ
古
さ
れ
寸
断
さ
れ
て
し
ま
ふ
。
他
白
紐
帯
が
、
他

の
結
合
の
原
則
が
そ
の
相
異
る
階
級
密
結
び
つ
け
る
。
新
し
い
経
済
諸
関
係
が
現
れ
来
り
、
政
治
樫
制
の
中
に
新
鮮
な
力
あ
る
政
治

的
要
素
が
混
入
し
て
'
来
る
。
」
斯
様
に
U
ヨ
オ

y
ズ
は
経
済
構
成
の
殻
展
一
般
を
生
々
と
銃
遇
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
で
は
ア
ジ
7
に
斯
様
友
溌
展
が
見
ら
れ
る
で
あ
ち
ろ
か
。
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
白
答
へ
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
彼
は
次

の
様
に
説
明
す
る
0

7
ク
ア
的
経
済
構
成
が
鑓
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
構
成
白
極
軸
を
な
す
土
地
所
有
者
と
し
て
専
制
君
主
の
擢

力
に
制
限
が
加
へ
ら
れ
ね
ば
左
ら
左
い
が
、
己
の
専
制
的
構
力
に
封
ず
る
唯
一
白
封
抗
的
た
勢
力
た
る
都
市
の
非
農
業
者
階
級
が
恰

も
君
主
中
官
吏
白
消
費
に
依
存
し
て
ゐ
る
O
で
あ
る
。
「
市
民
は
ア
ジ
ア
の
隷
民
の
中
で
も
最
も
無
力
た
卑
賎
な
も
白
で
あ
る
O
L

何

故
に
さ
う
で
あ
る
か
左
云
へ
ば
、
ア
ジ
ア
で
は
君
主
が
唯
一
最
高
の
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
の
様
に

封
建
領
主
と
勢
力
争
び
を
す
る
必
要
も
な
ぐ
、
又
そ
D
た
め
に
都
市
と
同
盟
し
て
市
民
に
政
治
的
特
穫
を
奥
へ
る
必
要
も
友
か
っ
た

か
ら
で
あ
石
。
都
市
の
市
民
日
資
本
家
が
成
長
し
友
け
れ
ば
農
民
主
地
主
D
牧
辛
か
ら
擁
護
し
、
工
業
持
働
者
を
地
主
へ
の
隷
属
か

ら
解
放
し
て
、
第
働
生
産
力
を
高
め
る
一
枇
合
的
勢
力
も
費
生
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ジ
ヨ
オ
Y
ズ
は
地
主
が
啓
蒙
的
な
立
場
か
ら
農

英
園
経
済
車
同
於
け
る
東
洋
枇
曾
白
理
論

第

抗

第
五
十
二
巻

14) Jones， DistribuiLOn of 、Nealth.p. 139 



英
園
経
済
皐
忙
於
吋
る
東
持
枇
曾
の
理
論

第
五
十
二
巻

回

第

按

四

民
を
解
放
し
て
歴
史
的
進
歩
の
イ
エ
む
ヤ
テ
イ
プ
を
と
る
可
能
性
を
も
考
へ
て
ゐ
た
。
併
し
彼
は
ア
ジ

T
の
専
制
君
主
に
閲
す
る
限

り
と
白
可
能
性
軒
認
め
攻
か
っ
た
。
従
う
て
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
は
ア
ジ
ア
白
進
歩
に
つ
い
て
は
全
く
悲
観
的
で
あ
っ
た
。
「
杏
々
は
帰
来
司

を
明
か
に
ナ
ゐ
と
と
は
出
来
友
h
。
併
し
そ
の
帰
来
が
過
去
や
現
在
白
も
の
と
本
質
的
に
異
る
で
あ
ら
ろ
や
う
友
時
代
に
う
い
て
思

索
せ
し
め
る
が
如
昔
性
格
は
ア
ジ
ア
の
民
裁
に
は
殆
ん

E
存
し
友
い
。
L

四

東
洋
枇
舎
論
に
於
け
る
歴
史
主
義
の
限
界

ジ
ヨ
オ
ン
ズ
が
経
済
阜
の
諸
範
時
に
つ
い
て
持
つ
で
ゐ
た
鋭
い
歴
史
的
、
枇
合
的
感
受
、
特
に
東
洋
枇
曾
の
分
析
に
闘
し
て
示
し

た
優
秀
在
却
論
等
に
於
て
、
営
時
の
自
由
貿
易
主
義
白
英
園
経
消
息
?
を
断
然
膝
し
ゐ
る
と
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。
た

W
A

殺
の
経
済
問
中

の
特
色
で
あ
り
又
東
洋
枇
舎
の
分
析
に
際
し
て
用
ひ

ιれ
た
歴
史
的
方
法
に
つ
い
て
は
批
判
の
徐
地
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一

斑
は
ア
ジ
ア
の
進
歩
を
全
面
的
に
否
定
す
る
態
度
の
中
に
現
れ
で
ゐ
る
。
そ
れ
放
に
五
口
々
は
と
白
鞘
を
手
が
か
り
と
し
て
ジ
ヨ
オ
ン

ズ
白
批
判
を
進
め
よ
う

ジ
ヨ
オ
ン
ズ

D
歴
史
主
義
は
英
園
経
済
壊
の
所
謂
進
歩
主
義
、
そ
の
抽
象
牲
に
劃
し
て
充
分
批
判
的
役
割
を
果
し
て
ゐ
た
。
け
だ

し
首
時
山
田
作
史
の
最
高
段
階
を
形
成
し
つ
ミ
あ
っ
た
英
国
人
及
英
園
経
済
壊
が
あ
ま
り
に
も
安
易
に
そ
の
意
義
を
無
慨
し
て
し
ま
っ

た
歴
史
的
侮
統
が
街
世
界
の
氏
き
領
域
、
殊
に
ア
ジ
ア
に
存
在
す
る
事
賞
を
指
越
し
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
己
の
歴
史
主
義
は
ア

ジ
ア
忙
封
ず
る
時
は
別
り
態
度
を
と
る
。
印
ち
世
界
諸
民
族
の
環
展
に
は
遁
迷
白
差
が
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
最
高
の
維
持
構
成
に

達
し
、
ア
ジ
ア
は
最
低
段
階
に
停
止
し
て
ゐ
る
と
言
ム
の
で
る
る
。
。
ョ
オ
ン
ズ
の
一
「
歴
史
」
は
渇
去
上
り
現
在
ま
で
の
設
展
で
あ

り
、
未
来
へ
の
委
展
に
針
す
る
展
笠
を
含
ま
泣
い
。
そ
れ
放
に
ア
ジ
ア
の
民
族
が
牌
来
イ
ギ
リ
ス
的
段
階
比
接
近
す
る
か
否
か
は
ジ

ヨ
オ
ン
ズ
の
問
題
外
で
あ
る
。
「
他
の
諸
園
民
の
未
来
は
何
時
か
は
吾
々
の
現
在
の
様
に
去
る
だ
ら
う
。

恐
ら
〈
さ
う
た
る
か
も
知

J ones， ibid. p. 142 15) 



れ
な
い
。
諌
言
と
云
ふ
も
白
は
大
躍
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
五
口
々
が
未
来
に
針
し
て
い
だ
〈
関
心
は
如
何
に
大
き
く
て
も
、
要
す
る

に
第
三
次
的
の
も
り
で
し
か
あ
り
待
な
い
。
過
去
の
一
歴
史
を
説
明
L
否
闘
や
他
の
同
の
現
在
の
欣
態
を
明
か
に
す
る
粧
消
率

的
研
究
己
そ
苦
々
に
と
っ
て
数
訓
的
で
あ
る
。
」

斯
様
に
現
在
か
ら
過
去
へ

O
み
眼
を
ふ
り
む
け
る
歴
史
主
義
よ
り

E
ん
な
結
果
が
出
て
来
る
か
。
第
一
に
イ
ギ
り
ス
的
経
済
構
成

を
以
て
最
高
と
注
す
所
以
は
、
建
れ
た
諸
民
族
に
将
来
到
法
す
べ
き
理
想
を
示
す
よ
b
も
、
む
し
ろ
現
在
に
於
け
る
英
国
的
段
階
の

優
越
を
一
不
す
た
め
で
あ
る
。
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
「
歴
史
」
は
諸
民
族
を
そ
れ

L
¥
の
現
在
白
地
位
に
束
縛
し
て
動
か
友
い
。
共
は
十
九
世

的
世
界
秩
序
に
於
け
る
民
族
の
レ
ベ
ル
の
相
遣
と
そ
の
聞
に
於
け
る
支
配
関
係
と
の
是
認
で
あ
り
、
結
局
は
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
制
覇

の
是
一
認
で
も
あ
ら
う
。
第
二
に
ジ
ヨ
オ
V

ズ
の
歴
史
主
義
は
ア
ジ
ア
の
未
来
性
心
み
で
は
た
く
、
イ
ギ

F
ス
自
身
の
そ
れ
を
も
問
は

な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
十
九
世
紀
の
英
岡
的
経
済
構
成
己
そ
政
想
的
の
も
り
で
あ
り
、
地
主
、
資
本
家
、
労
働
者
の
利
保
は
永
久
に

調
和
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
方
法
の
批
判
的
意
義
に
も
拘
ら
宇
、
彼
が
英
国
的
経
消
構
成
白
高
み
に
安
住
し
て
ゐ
る

黙
で
は
他
の
英
国
経
消
閥
単
と
同
様
で
あ
る
。
事
賞
紋
は
例
へ
ば
地
代
白
「
歴
史
し
に
於
て
リ
カ
ル
ド
を
批
判
し
た
け
れ

E
も
、
地
代
の

「
現
論
」
に
於
て
は
リ
カ
ル
ド
の
そ
れ
と
本
質
的
に
具
っ
た
も
の
で
は
友
い
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
私
が
J
V

ヨ
オ

y
ズ
的
方
法
を
以
て
市

民
経
済
問
哨
内
部
氏
於
け
る
白
己
反
省
の
担
と
云
っ
た
の
は
共
賦
を
指
し
た
む
で
あ
る
。

以
上
の
校
友
限
界
を
持
つ
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
歴
史
主
義
的
経
済
撃
は
動
き
つ
h

あ
る
ア
ジ
ア
を
把
握
す
る
と
と
は
出
来
友
か
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
経
済
構
成
l
r
7
3
ア
的
経
済
構
成
と
は
互
に
同
定

ιた
上
下
の
段
階
白
閲
係
を
保
つ
℃
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
欧
洲

は
7
0
?
に
働
き
か
け
ア
ジ
ア
は
と
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
共
経
消
構
成
白
内
部
に
深
刻
な
鑓
化
を
起
と
し
た
。
特
に
ジ
ヨ
オ
ン
ズ

の
所
謂
暦
↓
史
的
静
一
展
の
動
耐
た
Z
産
業
資
木
共
は
英
国
的
経
済
構
成
の
中
植
を
た
ず
産
業
資
本
と
敵
針
関
係
に
あ
る
紡
績
工
業

i

の
成
長
に
よ
っ
て
、
ア
ジ

7
的
経
済
構
成
は
共
内
部
か
ら
崩
壊
し
、
同
時
に
ア
ジ
ア
に
針
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
支
配
閲
係
も
動
揺
し

英
園
経
済
串
に
於
け
る
東
時
世
舎
の
盟
諭

告存

続

億
五
十
二
巻

」

五

五
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英
園
経
済
畢
に
於
け
る
買
梓
世
舎
の
理
論

第

銃

第
五
十
二
巻

L 

六

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

。
ョ
オ
ン
ズ
は
斯
様
た
事
貨
を
看
過
し
た
ロ

一
二
六

併
し
と
れ
は
狽
り
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
経
済
撃
の
み
の
快
陥
で
は
な
〈

て
、
十
九
世
紀
に
於
け
る
歴
史
的
方
法
在
る
も
白
一
般
に
共
通
た
、
殆
ん
ど
ヨ

1

ロ
ツ
バ
的
と
も
云
へ
る
限
界
で
あ
勺
た
と
と
を
示

す
た
め
に
全
く
別
の
方
向
か
ら
一
つ
白
例
を
あ
げ
て
見
た
い
。

共
は
か
の
ヘ
ン
リ

I

・
メ
1
V
の
歴
史
訟
撃
で
あ
る
。

メ
1
Y
は
周
知
の
様
に
十
九
世
紀
の
中
葉
数
年
間
印
度
政
府
恥
参
事
院
の

最
高
法
刷
聞
を
務
め
、
印
度
古
代
法
の
研
究
に
従
事
し
た
。
元
来
彼
の
歴
史
法
撃
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
、
市
民
的
法
律
制
度
に
限
界

を
さ
へ
ず
ら
れ
て
ゐ
る
法
律
皐
者
や
法
律
技
師
に
謝
し
て
批
判
的
態
度
を
と
り
、
ヨ
1
ロ
ツ
バ
に
見
ら
れ
る
様
友
「
進
歩
的
批
合
」

(官。
R
E
Z
E
E
2
2
)
以
仲
に
庚
大
注
「
停
滞
的
枇
曾
」

(
u
Z
E
E
4
5
2
4
)
が
存
症
す
る
事
貨
を
指
濁
し
た
も
の
だ
。
彼
は
「
古
代
法

律
」
の
巾
で
次
の
様
に
一
吉
ム
。
「
人
類
白
停
滞
的
献
態
が
原
則
で
あ
う
ず
一
、
進
歩
的
欣
態
は
例
外
で
あ
る
と
と
を
は
っ
き
り
理
解
し
友

め

い
人
は
恐
ら
く
己
の
研
究
に
成
功
し
な
い
で
あ

ιう
。
」
斯
様
な
見
解
は
恐
ら
く
時
計
蒙
主
義
的
法
律
事
の
進
主
主
義
に
封
ず
る
一
種
の

反
動
で
も
あ
ら
う
。
而
て
又
此
庭
K
吾
々
は
ジ
ヨ
オ
Y
ズ
経
済
摩
D
正
統
派
経
済
問
申
に
劃
ナ
る
関
係
と
同
様
左
も
の
を
鷲
見
ず
る
で

あ
ら
う
。
殊
に
メ

l

y
が
停
滞
的
剃
舎
の
型
と
し
て
ア
ジ
ア
に
注
目
す
る
時
、
と
の
事
寅
は
い
よ
/
¥
確
定
的
と
た
る
の
で
あ
る
o

例
へ
ば
彼
は
村
簿
共
同
開
に
閲
す
る
研
究
の
中
で
斯
う
一
去
っ
て
ゐ
る
。
「
最
も
文
明
化
し
売
一
枇
舎
や
偉
大
た
思
想
家
で
も
抜
け
切
ら

な
い
で
ゐ
る
世
界
人
類
。
せ
ま
い
概
念
か
ら
或
程
度
吾
々
自
身
彰
一
解
放
し
も
ー
と
す
れ
ば
、
又
人
類
枇
舎
の
現
象
白
成
大
さ
と
多
様
さ

に
つ
い
て
何
程
か
り
趨
切
な
観
念
主
持
ち
、
殊
に
吾
々
が
漠
然
と
東
洋
と
呼
ん
で
ゐ
る
と
白
大
な
る
而
も
未
聞
白
領
域
を
省
略
し
て

了
ム
己
と
を
し
な

h
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
と
過
去
と
の
匝
別
が
消
滅
す
る
と
言
つ
で
も
敢
へ
て
訣
り
で
は
な
く
、
又
バ
ラ
ド
ッ
ク

ス
で
も
な
い
と
と
が
わ
か
る
だ
ら
う
。
」
「
現
在
と
過
去
と
の
匝
別
が
消
滅
す
る
」
と
は
メ
1
V
の
意
義
に
解
岬
押
す
れ
ば
、
現
在
の
中
に

過
去
の
遺
制
が
多
分
に
残
存
し
て
ゐ
る
と
云
ム
己
と
で
あ
り
、
又
ヨ

l
ロ
?
バ
的
見
地
か
ち
す
れ
ば
既
に
過
去
と
在
っ
た
制
品
目
、
殊

に
東
洋
的
批
舎
が
現
在
の
世
界
秩
序
の
中
に
存
在
す
る
と
云
ム
意
味
で
あ
る
。
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斯
様
な
メ
1
V
の
法
律
曲
学
批
判
が
更
に
常
時
の
英
国
経
済
皐
批
判
に
ま
で
進
ん
で
ゐ
る
事
貫
主
知
る
時
、
五
口
々
は
康
く
十
九
世
紀

の
歴
史
主
義
的
思
潮
の
中
に
於
け
る
法
律
皐
と
経
済
皐
と
全
一
父
流
関
係
を
忠
は
ざ
る
を
得
な
い
白
で
あ
る
。
併
し
メ
ー
ン
の
粧
品
開
準

批
判
は
根
本
的
に
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
的
方
向

ι
一
致
す
る
け
れ
E
も
、
共
は
印
昨
止
の
村
落
共
同
憾
の
部
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
献
で

は
、
専
制
的
支
配
闘
係
に
の
み
注
目
し
た
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
ゐ
る
。
と
と
る
で
メ

1
ン
の
批
判
の
内
容
は
要
約
す
れ

ば
か
う
で
あ
る
。
印
度
に
現
存
じ
て
ゐ
る
村
落
共
同
隈
若
し
く
は
共
遺
制
に
よ
っ
て
、
現
代
の
商
品
縦
、
耐
と
矛
盾
す
る
様
な
慣
習
で

規
制
せ
ら
れ
た
経
済
生
活
の
相
常
大
た
る
領
域
が
か
つ
て
存
在
し
又
現
に
存
在
し
て
ゐ
る
己
と
を
賞
詮
す
る
こ
と
が
向
来
る
。
従
つ

て
近
代
粧
品
川
撃
に
於
け
る
自
由
た
市
刊
朝
、
競
争
促
格
、
利
己
的
人
間
等
の
前
提
は
賓
に
狭
院
な
三

1
ロ
ツ
司
ハ
的
偏
見
に
基
く
も
り
に

過
ぎ
な
い
。
東
洋
組
合
の
認
識
を
根
燐
と
す
る
て
の
メ

1
v
の
経
消
息
午
批
判
は
示
唆
的
で
あ
り
、
又
正
し
い
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。

例
し
メ

1
ン
白
歴
史
主
義
的
批
判
の
待
遇
忙
は
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
と
同
紘
な
限
界
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
投
ら
紅
い
。

メ
1

y
の
批
判
は
経
済
観
乃
至
法
律
事
忙
共
通
友
白
然
法
的
、
非
歴
史
的
態
度
に
向
け
ら
れ
た
ピ
け
で
あ
る
。
反
針
に
彼
は
共
同

世
曾
が
分
解
し
た
後
に
発
生
し
て
来
る
市
民
枇
舎
に
於
て
経
済
問
申
D
法
則
が
そ
白
ま
t
h

安
歯
す
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
メ

的

l
v
J
の
歴
史
観
は
「
身
分
か
ら
契
約
へ
」

(
F
E
E
R
E
E
P
E
2
0
4
と
云
ふ
定
式
に
現
は
さ
れ
る
様
在
世
界
資
本
主
義
化
の
認
識
以

上
に
出
る
も
の
で
は
左
く
、
己
白
貼
忙
於
て
結
局
市
民
的
法
律
問
字
、
粧
品
何
皐
と
一
致
す
る
白
で
あ
る
。
メ

1
v
は
と
の
委
展
の
定
式

am-nr 
we 

h
 

主
ヨ

l
ロ
ヴ
パ
の
影
響
を
う
け
で
動
き
つ
L

あ
る
ア
ジ
ア
に
泊
刑
し
た
。
共
は
或
限
界
内
に
於
て
は
正
し
か
っ
た
し
、
又
ア
ジ

7
を

町
n
 

全
く
同
定
し
た
も
の
左
見
台
ジ
ヨ
オ
Y

ズ
よ
り
も
一
歩
出
て
ゐ
た
ム
」
言
へ
ょ
う
。
併
し
「
身
分
か
ら
契
約
へ
L

の
定
式
は
「
共
同
枇
合

a
Ae

 
n
 

a
 

b
 

か
ら
利
盆
枇
合
へ
」
の
そ
れ
と
同
級
に
、
十
九
世
紀
か
ら
廿
世
紀
へ
か
け
て
様
々
の
稜
展
方
向
を
祖
合
的
に
現
し
始
め
た
東
洋
祉
舎

を
具
閥
的
に
把
握
す
る
と
と
は
向
来
危
い
。
そ
れ
は
恰
も
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
方
法
が
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
へ
か
け
て
の
東
洋
の
動

き
を
と
ち
へ
る
と
と
が
出
来
h

な
か
っ
た
の
と
同
様
で
め
る
n

20) 

英
岡
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